
第
三
節

占
領
下
の
神
戸
市
政

1 

特
別
市
制
問
題

大
正
七
年
以

来
の
念
綴

神
戸
市
を
含
む
五
大
都
市
（
大
紋
市
、
京
都
市
、
名
古
鹿
市
そ
し
て
横
浜
市
）
に
と
っ
て
、

「
特
別
市
部
」
の
実
現

は
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
以
来
の
長
年
の
悲
顕
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
戦
後
こ
れ
ら
五
大
都
市
は
い
ち

は
や
く
「
特
別
市
制
」
の
実
現
に
向
け
て
活
動
を
開
始
し
た
。
平
く
も
、
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
十
月
に
は
、

五
大
都
市
市

の
連
名
で
「
府
県
よ
り
独
立
し
た
自
治
的
特
別
市
た
る
こ
と
」
を
求
め
た
陳
情
書
を
政
府
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
各
市
民

占領下の神戸市政

に
対
し
声
明
を
発
表
し
た
。
こ
の
と
き
、
中
井
一
夫
市
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
、
そ
の
決
意
を
般
蕗
し
て
い
る
。

な
ん
と
い
っ
て
も
六
大
都
市
は
機
構
で
も
人
口
的
に
も
組
織
の
切
り
努
え
を
断
行
し
箪
国
主
義
的
官
僚
政
治
を
打
破
す
る

と
と
も
に
、
飽
く
ま
で
民
意
を
基
礎
と
し
た
民
主
主
義
日
本
を
建
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
は
一
一
一

O
年
来
川
町
ば

れ
た
懸
案
の
特
別
市
制
の
確
立
こ
そ
刻
下
の
急
務
で
あ
る

（
『
神
戸
』
昭
和
二
十
年
十
月
十
一
日
）
。

第三illl

中
井
は
政
府
に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、

G
H
Qに
も
接
近
を
関
っ
た
。
十
一
月
の
マ
ッ
カ
i
サ
！
と
の
会
見
に
お
い
て
、

中
井
ら
五
大
都
市
市
長
は
、
特
別
市
制
に
関
し
て
働
き
か
け
た
。
他
方
、
中
井
は
、
川
崎
・
一
一
一
菱
造
船
所
の
接
収
の
件
で
会
っ
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都市名

km2 km2 人 人 1!:1 神戸市 8,332.88 115. 05 8, 027. 2,826, 192 443, 2,382,848 

京都市 4, 621. 20 288.65 4,332.255 1, 621, 988 914,655 707,343 56.3 

大板市 1,813.63 185. 12 1,628.51 2, 976, 140 1, 293, 501 1, 682, 639 43.5 

横浜市 2,353.49 403.25 1,950. 24 2,019, 943 706,557 1,313,386 34.9 

名古康市 5, 081. 14 158. 79 4, 922.35 2, 919,485 719, 282 2, 199, 703 24.6 

I rz?Jfj I 大都市 l 残存部分 l 関宮同市人口1)¥i-部合－l~ii

て
以
来
知
遇
を
得
た
、

プ
イ
ケ
ル
パ
！
ガ
！
第
八
軍
司
令
官
に
も
、
特
別
市
制
に
対

す
る
支
援
協
力
を
求
め
た
と
い
う
（
『
百
年
を
生
き
る
l
中
井
一
夫
伝
l
』）
0

な
お
、

井
は
ア
イ
ケ
ル
パ

l
ガ
！
の
「
陰
の
助
力
L

を
強
調
し
て
い
る
が
、
彼
自
身
は
直
接

」
の
問
題
を
所
管
す
る
立
場
に
は
な
か
っ
た
。

（注） 昭和21年9月現在。にだし，人口については，向4月26日人口調査による。

資料： r大都市制度史（資業欄〕 I」

そ
し
て
、
翌
二
十
一
年
一
一
月
、
五
大
都
市
は
「
大
都
市
制
度
確
立
に
関
す
る
要
望
L

在
、
同
九
月
に
は
「
大
都
市
制
度
要
綱
L

を
ま
と
め
特
別
市
制
法
案
を
用
意
す
る
と

と
も
に
、

G
H
Q
の
関
係
部
局
（
民
政
局
）
へ
の
接
近
を
図
っ
た
。
記
録
に
残
っ
て
い

る
隈
り
で
は
、
地
方
制
度
調
査
会
が
ヤ
マ
を
越
し
た
同
年
十
二
月
十
三
日
に
東
京
を

含
む
六
大
都
市
の
代
表
が
民
政
局
の
地
方
政
府
関
係
を
担
当
し
て
い
た
テ
イ
ル
ト
ン

中
佐
を
訪
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
を
務
め
た
の
が
、
神
戸
軍
政
部

に
よ
っ
て
「
有
能
な
行
政
官
」
と
評
さ
れ
た
中
井

夫
で
あ
っ
た
。
代
表
た
ち
は
、

前
の
国
会
が
東
京
に
五
大
都
市
を
加
え
て
そ
の
独
立
を
与
え
る
こ
と
を
多
数
で
可
決

し
た
こ
と
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
六
大
都
市
の
分
離
独
立
が
過
去
一
一
一

O
年
に
わ
た
る

軍
閥
と
閣
僚
に
対
す
る
戦
い
で
あ
っ
た
点
な
強
調
し
た
。
ま
た
、
テ
イ
ル
ト
ン
か
ら

特
別
市
の
独
立
の
た
め
の
基
準
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
と
き
、
中
井
ら
は
人
口
の
基

準
が
戦
災
を
受
け
た
地
域
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
意
味
を
も
た
な
い
と
し
、
む
し
ろ

経
済
的
、
政
治
的
、
文
化
的
ラ
イ
ン
に
そ
う
べ
き
で
あ
る
と
答
え
た
（
当
時
の
五
大
都
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市
と
府
県
の
比
絞
に
つ
い
て
は
、
表
制
参
照
）
。

そ
し
て
、

中
井
ら
は
最
後
に
テ
イ
ル
ト
ン
か
ら
独
立
都
市
行
政
が
も
っ
利
益
と
不

利
益
な
ど
に
つ
い
て

台、
jノL

を
提
出
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
（
民
政
局
党
議
「
日
本
の
六
大
都
市
代
表
と
の
会
議
」
）
。

他
方
、
昭
和
二
十
一
年
二
月
に
は
、
市
会
に
「
特
別
市
制
実
行
委
員
会
」
が
設
け
ら
れ
た
。

ま
た
、
昭
和
二
十
一
年
十
一
月

二
十
六
日
に
は
、
神
戸
市
役
所
で
特
市
即
時
断
行
市
民
大
会
が
開
か
れ
、
「
五
大
都
市
に
特
別
市
制
を
速
や
か
に
実
施
す
ベ
し
L

と
の
決
議
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
二
十
二
年
六
月
衆
議
院
に
お
け
る
特
別
市
に
関
す
る
付
帯
決
議
を
受
け
て
、
神
戸
市
で

は
議
員
全
員
を
も
っ
て
特
別
市
制
実
行
委
員
会
を
結
成
し
た
。
以
後
、
公
報
に
は
毎
号
の
よ
う
に
特
別
市
に
関
す
る
啓
発
記
事

が
掲
載
さ
れ
た
。

人
月
十
五
日
に
は
、
湊
川
公
閣
で
特
別
市
制
獲
得
市
民
大
会
が
一
万
余
人
の
参
加
を
得
て
関
か
れ
た
。

府
泉
側
の

反
対

大
都
市
側
の
運
動
が
活
発
化
す
る
中
で
、
こ
れ
に
真
っ
向
か
ら
反
対
し
た
の
は
五
府
県
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
当

初
、
五
府
県
の
足
並
み
は
必
ず
し
も
そ
ろ
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
二
十
一
年
十
一
月
半
ば
段
階
で
は
、

特
別
市
制
度
に
対
し
て
、
神
奈
川
川
・
京
都
・
大
阪
が
反
対
、
兵
庫
は
時
期
尚
早
と
の
態
度
を
と
り
、
愛
知
は
積
極
的
な
動
き
を

見
せ
な
か
っ
た
と
い
う
（
『
朝
日
』
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
十
六
日
）
。

そ
の
中
で
反
対
の
急
先
鋒
と
な
っ
た
の
が
、
内
山
岩
太
郎
神

占領下の神戸市政

奈
川
県
知
事
で
あ
っ
た
。

地
方
制
度
調
査
会
の
委
員
で
も
あ
っ
た
内
山
知
事
は
、
同
会
議
で
積
様
的
に
反
対
論
を
展
開
す
る
一
方
、
向
じ
頃
「
個
人
の

資
格
」
で
総
司
令
部
係
官
（
テ
イ
ル
ト
ン
）
へ
の
接
近
を
図
っ
た
。
こ
の
と
き
テ
イ
ル
ト
ン
は
、
「
特
別
市
制
」
は
内
政
問
題
で
あ

る
か
ら
干
渉
し
な
い
と
の
民
政
局
の
立
場
を
示
し
、
特
別
市
制
に
反
対
で
あ
れ
ば
佐
論
を
喚
起
す
る
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
と
述

第三節

べ
た
と
い
う
（
『
大
都
市
制
度
史
（
資
料
編
）
I
b
o

ア
イ
ケ
ル
バ
i
ガ
l
第
八
軍
司
令
官
に

ま
た
、
内
山
も
中
井
市
宮
沢
と
同
様
に
、

働
き
か
け
、
翌
二
十
二
年
二
月
十
八
日
に
は
五
府
県
の
「
特
別
市
制
反
対
の
決
議
」
を
送
付
し
た
。

そ
の
内
容
は
以
下
の
と
お

近代・現代歴史編N949 



り
で
あ
る
。
五
大
都
市
に
よ
っ
て
計
回
さ
れ
て
い
る
特
別
市
制
に
関
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
科
学
的
デ
ー
タ
に
基
づ
く
広
範
な
考
察
の
結

果
と
し
て
、
こ
れ
が
旧
滋
法
の
も
と
非
現
実
的
か
つ
教
条
的
判
断
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
、
国
民
の
考
察
に
委
ね
る
事
な
く

非
民
主
的
政
策
で
も
っ
て
す
す
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。

わ
れ
わ
れ
は
地
域
の
住
民
の
た
め
に
、
そ
し
て

住
民
の
福
祉
の
名
に
お
い
て
、
こ
の
計
画
に
つ
よ
く
反
対
す
る
。

地
方
自
治
法
の
施

行
と
特
別
市
制
度

地
方
自
治
法
は
昭
和
二
十
一
一
年
四
月
十
七
日
公
布
さ
れ
、

五
月
一
一
一
日
日
本
国
憲
法
と
同
時
に
施
行
さ
れ

た
。
地
方
自
治
法
は
都
道
府
県
を
市
町
村
と
同
じ
く
普
通
地
方
公
共
団
体
と
し
た
が
、
特
別
地
方
公
共

間
体
と
し
て
特
別
市
、
東
京
都
の
特
別
症
な
ど
を
予
定
し
て
い
た
。
地
方
自
治
法
に
特
別
市
制
度
が
導
入
さ
れ
る
に
至
っ
た
経

緯
に
は
、
戦
前
か
ら
つ
づ
く
五
大
都
市
に
よ
る
早
く
か
ら
の
働
き
か
け
が
大
き
く
作
用
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
法
案
を
可
決
す

る
に
先
立
っ
て
衆
議
院
が
「
五
大
市
を
特
別
市
に
指
定
す
る
法
案
を
次
期
間
会
に
提
案
す
ベ
し
」
と
い
う
付
帯
決
議
を
行
っ
た

こ
と
、
論
議
が
住
民
投
票
の
範
開
聞
に
ま
で
及
ん
だ
こ
と
な
ど
か
ら
、
五
大
都
市
で
は
特
別
市
制
実
現
近
し
と
の
感
触
を
得
、
盛

り
上
が
る
市
民
運
動
を
バ
ッ
グ
に
強
力
な
推
進
運
動
を
開
始
し
た
。
こ
の
熱
望
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
、
衆
議
院
の
治
安
お
よ

び
地
方
制
度
委
員
会
は
悶
年
七
月
初
め
に
特
別
市
制
特
別
委
員
会
を
設
置
、
法
案
の
審
議
を
始
め
た
。
そ
れ
は
、
法
案
が
新
憲

法
下
初
の
閤
会
に
上
程
さ
れ
、
待
望
の
特
別
市
制
実
現
ま
で
間
近
い
と
の
感
触
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
特
別

市
制
実
現
へ
の
動
き
が
活
発
化
す
る
中
で
、
県
市
双
方
の
G
H
Q
へ
の
支
援
者
を
求
め
て
の
陳
情
は
激
し
く
な
っ
た
。

「
住
民
投
票
の
範
囲
」

を
め
ぐ
る
解
釈
の
転
換

地
方
自
治
法
の
施
行
が
新
憲
法
の
施
行
と
同
時
と
な
っ
た
た
め
、
特
別
市
指
定
の
法
律
は
憲
法
第
九

五
条
の
住
民
投
票
を
不
可
避
と
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
「
住
民
投
票
の
範
囲
」
を
ど
う
す
る
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か
が
罰
題
と
な
っ
た
。
当
初
政
府
は
、
例
え
ば
昭
和
二
十
二
年
五
月
一
一
十
四
日
の
貴
族
院
地
方
自
治
法
案
に
関
す
る
特
別
委
員

会
に
お
け
る
鈴
木
俊
一
内
務
省
行
政
課
長
（
現
東
京
都
知
事
）
の
答
弁
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
住
民
投
票
の
範
聞
を
「
そ
の
特
別

市
の
住
民
の
一
般
投
票
に
付
せ
ら
れ
る
し
と
の
見
解
を
と
っ
て
い
た
（
吋
大
都
市
制
度
史
（
資
料
編
）
I
b
。
し
か
し
、

そ
の
後
七
月

六
日
の
都
道
府
県
知
事
会
議
で
、
木
村
内
相
は
住
民
の
範
聞
を
「
当
該
市
民
の
住
民
投
票
」
と
す
る
内
務
省
見
解
は
憲
法
違
反

で
は
な
い
か
と
の
質
問
に
対
し
、

「
特
別
市
実
施
の
機
会
は
慎
重
考
慮
す
い
と
の
見
解
を
示
す
な
ど
、
や
や
変
化
の
兆
し
を
一
部

し
つ
つ
あ
っ
た
令
神
戸
』
昭
和
二
十
二
年
七
月
七
日
）
。
県
側
の
特
別
市
制
度
に
対
す
る
反
対
も
根
強
か
っ
た
。
七
月
十
日
、

兵
庫
県
知
事
は
知
事
会
議
に
出
席
し
、
特
別
市
制
問
題
に
つ
い
て
「
食
糧
危
機
切
迫
の
際
ま
た
戦
災
、
産
業
復
興
が
ま
だ
白
’
必

も
つ
か
ぬ
の
に
特
市
を
決
行
す
る
こ
と
は
地
方
の
政
治
、
経
済
を
混
乱
に
陥
れ
る
ば
か
り
で
爵
家
的
見
地
か
ら
も
慎
重
に
や
る

べ
き
だ
。

ま
た
憲
法
第
九
五
条
に
よ
る
一
般
投
票
を
市
の
み
の

般
投
票
に
よ
る
の
は
新
憲
法
の
趣
旨
に
反
す
る
の
で
、
あ
く

ま
で
県
民
全
体
の

般
投
票
に
よ
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
つ
よ
く
、
知
事
会
議
の
申
し
合
わ
せ
と
し
て
出
先
機
関
の
路
止
と

と
も
に
政
府
に
要
望
し
た
」
と
述
べ
た
（
『
神
戸
』
昭
和
二
十
一
一
年
七
月
十
一
日
）
。
そ
し
て
、
七
月
一
一
十
六
日
の
関
議
は
従
来
の
解

占領下の神戸市f政

釈
を
変
更
し
、
特
別
市
指
定
の
住
民
の
範
簡
を
当
該
市
民
に
よ
る
投
票
か
ら
関
係
府
県
民
に
よ
る
投
票
へ
と
拡
大
し
た
。

政
府
解
釈
が
転
換
さ
れ
る
に
奈
っ
た
経
緯
は
い
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
い
。

し
か
し
、
政
府
の
突
然
の
解
釈
の
変
更
と
そ
の
後

の
法
改
正
が
、

G
H
Q民
政
局
か
ら
の
つ
よ
い
示
唆
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
民
政
局
の
解

釈
変
更
の
噂
は
政
府
周
辺
で
も
流
れ
て
い
た
様
子
で
あ
る
。
例
え
ば
、
地
方
自
治
法
施
行
後
G
H
Q
は
遂
次
そ
の
不
備
な
点
を

第三節

指
摘
し
、
一
一
十
二
年
七
月
に
そ
の
全
部
が
出
そ
ろ
っ
た
四

0
項
目
の
中
に
コ
一
一
九
特
別
市
の
指
定
の
法
律
は
、
関
係
都
道
府
県

の
全
選
挙
人
の

殻
投
票
に
よ
る
も
の
に
せ
よ
」
と
い
う
メ
そ
が
あ
っ
た
と
い
う
（
『
大
都
市
制
度
史
（
資
料
編
）
l
b
。
ま
た
、
佐
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藤
迷
夫
（
法
制
局
長
官
）
は
七
月
ニ
十

日
の
ケ
1
デ
ィ
ス
民
政
局
次
長
と
の
会
談
予
定
で
民
政
局
内
に
県
民
投
票
に
付
す
べ
き

と
の
意
見
が
あ
る
と
し
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
私
的
に
懇
談
し
た
い
と
記
し
て
い
る
（
「
佐
藤
達
夫
女
詩
L

）。

こ
の
民
政
局
の
方
針
決
定
に
関
し
て
は
、
内
山
神
奈
川
県
知
事
を
は
じ
め
と
す
る
県
側
の
G
H
Q
へ
の
強
い
運
動
が
効
を
奏

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
鈴
木
俊
一
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
チ
ル
ト
ン
に
対
し
て
、
内
山
神
奈
川
県
知
事

が
槌
分
い
ろ
い
ろ
と
働
き
か
け
て
い
ま
し
て
、

チ
ル
ト
ン
は
ぼ
く
に
、

か
つ
て
、
こ
う
い
う
こ
と
を
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で

す
ね
。

『
ア
メ
ワ
カ
は
今
、

四
八
州
だ
が
、
！
ハ
ワ
イ
や
ア
ラ
ス
カ
も
ま
だ
州
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
た
し
か
、
四
八

州
と
い
っ
た
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
四
八
州
に
、

一
ュ
l
ヨ

l
グ
な
ど
五
つ
の
大
都
市
を
州
に
し
て
、
五
三
の
州
に

す
る
な
ん
で
い
う
の
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
は
な
い
か
、

ア
メ
リ
カ
で
は
到
底
そ
ん
な
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
』
と
い
う
こ
と
を
、

ポ
カ
ッ

っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
（
略
）
彼
も
、

は
じ
め
は
何
も
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
す
け
れ
ど

も
、
だ
ん
だ
ん
い
ろ
ん
な
話
が
彼
の
耳
に
入
っ
て
来
て
、
彼
も
つ
い
に
以
上
の
よ
う
な
考
え
方
を
閉
め
て
来
た
の
で
す
ね
」

（
『
鈴
木
俊
一
談
話
速
記
録
』
）
。

ま
た
、
内
山
日
記
は
「
七
月
二
十
六
日
の
閣
議
で
憲
法
第
九
五
条
は
特
市
実
施
の
場
合
、
全
県
民

の
投
票
に
よ
る
こ
と
に
定
義
さ
れ
た
。
内
務
大
臣
木
村
氏
は
今
度
は
成
功
で
し
た
な
、

T
氏
が
頗
る
強
硬
に
な
っ
た
の
は
大
方

神
奈
川
知
事
の
明
快
な
コ
ン
パ
セ
l
シ
ョ
ン
の
結
果
、
だ
と
皆
い
っ
て
い
ま
す
よ
、
と
い
う
」
と
記
し
て
い
る
。

民
政
局
と
特

別
市
制
度

政
府
の
新
解
釈
発
表
後
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
大
都
市
側
は
巻
き
返
し
に
転
じ
た
。
神
戸
市
で
は
、

八
月
に

入
っ
て
菩
合
、
兵
庫
、
垂
水
、
長
田
、
強
磨
、
生
田
、
灘
の
各
匹
で
、
特
別
市
制
実
現
の
た
め
の
底
民
大
会

が
聞
か
れ
た
。
そ
し
て
、
同
十
五
日
に
は
漆
川
公
園
で
「
特
市
獲
得
市
民
大
会
L

が
一
万
人
の
参
集
を
得
て
開
か
れ
た
。
地
方
、

県
側
で
も
、
間
一
一
十
一
一
一
日
県
会
は
市
選
出
議
員
の
反
対
を
押
し
切
り
、

「
特
市
時
期
尚
早
」
の
建
議
案
を
採
択
し
た
。
以
後
、
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兵
庫
県
会
は
特
市
問
題
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
郡
部
市
町
村
の
支
持
を
得
て
反
対
運
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

県
・
市
の
対
立
が
激
し
く
な
る
中
で
、
間
一
一
一
十
日
に
は
衆
議
院
治
安
お
よ
び
地
方
制
度
委
員
会
は
特
別
市
制
実
施
に
関
す
る
法

律
案
起
草

委
員
,L.. 
:z:;: 

議
案
を
付
帯
決
議
付
き
で
修
正
し

「
市
住
民
の
一
般
投
禁
」
で
行
う
と
し
た
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
大
都
市
側
は
G
H
Qに
対
し
て
も
巻
き
返
し
に
で
た
。

八
月
初
め
に
は
マ
ッ
カ
l
サ

I
と
同
二
十
二

臼
に
は
ホ
イ
ッ
ト
ニ
！
と
の
会
談
に
成
功
し
、
あ
ら
た
め
て
当
該
市
民
に
よ
る
住
民
投
票
な
訴
え
た
。

ホ
イ
ッ
ト
ニ
l
自
身
の

メ
モ
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
後
正
大
都
市
市
長
連
名
で
出
さ
れ
た
書
簡
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
国
民
生
活
の
安
定
と
我
国
の
再
建
と
い
う
戦
後
の
よ
り
早
い
進
展
の
た
め
に
、
特
別
市
制
が
珪
ち
に
行
わ
れ

る
こ
と
を
堅
く
信
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
具
体
化
の
鍵
は
、
関
係
五
大
都
市
の
み
の
一
般
投
票
に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
が
既
に
前
国
会
の
本
会
議
で
可
決
さ
れ
、
常
任
委
員
会
が
今
国
会
以
前
に
こ
の
間
題
に
つ
い
て
法
案
を
提
出
す
る
用

意
が
あ
る
か
ぎ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
五
大
都
市
の
総
て
の
住
民
の
希
望
と
同
様
に
彼
ら
の
希
望
を
認
め
な
い
こ
と
が
な
い
よ

う
懇
請
す
る
（
八
月
二
十
二
日
付
ホ
イ
ッ
ト
ニ
！
宛
議
関
）
。

占領下の神戸市政

し
か
し
、
時
す
で
に
遅
か
っ
た
。
民
政
局
内
で
は
八
月
一
一
十
五
日
付
で
、
民
政
局
全
課
長
及
び
顧
問
の

致
し
た
意
見
と
し

て
、
当
該
府
県
民
の
住
民
投
票
に
付
す
べ
し
と
の
勧
告
な
ホ
イ
ッ
ト
ニ
l
に
上
申
し
て
い
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
一

つ
あ
っ
た
。

つ
は
憲
法
お
よ
び
地
方
自
治
法
の
条
文
解
釈
の
問
問
縦
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
日
本
の
経
済
復
興
の
観
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
政
府

の
解
釈
変
更
後
間
関
掬
さ
れ
た
県
・
市
双
方
の
争
い
に
決
若
を
つ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
（
邸
内
政
局
長
宛
党
勢
、
「
特
別
市
制
法
案
」
）
。

第三節

そ
し
て
、
民
政
局
の
意
向
は
、
九
月
二
十
三
日
テ
イ
ル
ト
ン
か
ら
間
会
、
政
府
、
府
県
、

五
大
都
市
の
関
係
者
に
法
え
ら
れ
た
。

そ
こ
で
、
彼
は

ω特
別
市
制
執
行
の
問
題
は
、
県
市
の
住
民
共
通
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
全
県
民
の
住
民
投
票
に
よ
っ
て
こ
れ
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を
決
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
山
地
方
自
治
法
は
中
央
政
府
と
府
県
市
町
村
と
を
分
離
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
新
法
の
下
で
は
、

特
別
市
執
行
の
必
要
伎
を
主
張
す
る
も
の
の
九

O
%
は
そ
の
根
拠
を
失
っ
て
い
る
、
同
大
都
市
も
府
県
の
一
部
で
あ
り
、
そ
の

分
離
は
住
民
の
死
活
問
題
で
あ
る
か
ら
、
占
領
軍
と
し
て
も
政
治
的
に
等
問
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
、
と
述
べ

た
（
『
大
都
市
制
度
史
（
資
料
編
）
1
』
）
。
そ
し
て
、

五
大
都
市
で
は
、
同
九
月
二
十
九
日
特
別
加
市
運
動
中
止
を
声
明
し
た
。

G
H
Qと
臼
木
保
（
府
県
、
大
都
市
）
と
の
問
で
展
開
さ
れ
た
哀
而
で
の
非
公
式
折
衝
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
こ
れ
以
上
は

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

た
だ
速
断
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
大
都
市
側
の
運
動
に
お
い
て
、

っ
特
別
市
制
度
L

を

直
接
に
所
管
す
る
民
政
局
に
働
き
か
け
た
資
料
が
現
在
の
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
ら
が
府
県
側

に
比
し
て
、
占
領
下
の
政
策
決
定
に
有
効
な
ル
l
ト
に
お
い
て
劣
勢
の
位
誼
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
特
別
市
制
の
実
現
は
二
十
二
年
十
二
月
の
地
方
自
治
法
改
正
で
つ
関
係
都
道
府
県
の
選
挙
人
の
投
薬
に
付
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
い
と
い
う
明
文
が
付
け
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
実
上
悶
難
に
な
っ
た
。
特
別
市
制
運
動
が
再
び

論
議
の
的
に
な
る
に
は
、

シ
ャ
ウ
プ
勧
告
後
の
昭
和
二
十
六
年
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

2 

港
湾
法
の
制
定

戦
後
の
神

戸
港

神
戸
港
は
昭
和
二
十
年
の
一
一
一
月
、
六
月
の
二
度
に
わ
た
る
空
襲
に
よ
っ
て
上
屋
、
民
営
倉
庫
に
莫
大
な
被
害
を

受
け
た
ほ
か
、
港
湾
の
内
外
に
機
需
や
沈
没
船
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
て
、
港
湾
と
し
て
の
機
能
を
全
く
喪
失

し
て
い
た
。
戦
後
の
連
合
軍
の
神
戸
進
駐
と
と
も
に
、
九
月
末
か
ら
十
月
に
か
け
て
第
一
突
泥
か
ら
第
五
突
堤
ま
で
が
、
翌
年
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に
は
第
六
突
堤
、
兵
庫
突
堤
、

メ
リ
ケ
ン
波
止
場
の
ほ
か
戦
災
か
ら
ま
ぬ
が
れ
た
民
営
倉
庫
ま
で
、

連
の
港
湾
施
設
は
こ
と

ご
と
く
接
収
さ
れ
た
。

他
方
、
終
戦
後
、
戦
時
統
制
に
よ
っ
て
一
一
沼
化
さ
れ
て
い
た
港
湾
行
政
も
、
再
び
多
元
化
の
様
相
を
口
出
し
始
め
て
い
た
。
神

戸
港
は
、
明
治
四
十
（
一
九
O
七
）
年
に
官
制
化
さ
れ
た
「
重
要
港
湾
の
選
定
お
よ
び
施
設
の
方
針
」
に
従
っ
て
、
第
一
種
重
要

港
湾
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。
以
来
、
神
戸
港
の
管
理
、
連
常
は
闘
の

で
行
わ
れ
中
央
集
権
的
傾
向
が
強
か
っ
た
。

し
か
し
、

そ
の
反
商
複
雑
な
港
湾
行
政
の
所
管
は
各
省
、
各
方
面
に
ま
た
が
り
、

い
わ
ゆ
る
多
元
的
行
政
が
長
く
続
い
た
。
昭
和
十
八
年

の
運
輸
通
信
省
の
設
践
に
と
も
な
い
港
湾
行
政
の
一
元
化
が
悶
ら
れ
た
が
、
戦
後
税
関
が
海
運
局
か
ら
独
立
し
、

十

年

神
戸
検
疫
所
、
神
戸
動
植
物
検
疫
所
が
、
運
輸
省
外
局
と
し
て
海
上
保
安
庁
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
闘
が
港
湾
行
政
を
行
う
点

に
お
い
て
変
わ
り
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
は
港
湾
行
政
を
再
び
複
雑
な
も
の
と
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
港
湾
行
政
の
つ
苅
化
の
動
き
お
よ
び
港
湾
法
制
定
の
発
端
を
な
し
た
の
が
、
占
領
軍
の
覚
書

で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
十
八
日
付
で
、
第
八
軍
司
令
部
は

J
ぷ
浜
港
お
よ
び
神
戸
港
の
寧
管
理
機
構
を
縮
小
し
、

占領下の神戸市政

そ
の
一
部
の
運
営
を
日
本
側
に
移
管
す
る
予
定
が
あ
る
の
で
、

日
本
政
府
は
本
問
題
に
関
す
る
研
究
を
即
時
に
開
始
し
、
ま
た

ポ
ー
ト
・
オ
i
ソ
リ
テ
ィ
（
港
湾
管
理
委
員
会
。
独
立
採
算
を
基
本
と
し
、
公
共
企
業
体
方
式
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
港
湾
管
理
組
織
の
一

形
態
）
の
設
立
、
組
織
お
よ
び
運
営
に
関
す
る
準
備
計
闘
を
進
め
る
よ
う
」
指
示
し
た
。

そ
の
狙
い
は
、
従
来
の
よ
う
な
中
央

集
権
的
潜
湾
行
政
を
改
め
、
ポ
i
ト
・
オ
i
ソ
リ
テ
ィ
に
類
す
る
潜
湾
管
理
機
闘
を
各
港
に
設
立
し
、

っ
地
方
自
治
」
の
振
興

第三節

を
図
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
軍
司
令
部
覚
書
の
発
表
、

日
本
政
府
と
の
間
に
文
書
の
交
換
が
あ
り
、
ま
た
昭
和
二
十
四

年
八
月
の
閣
議
決
定
の
港
湾
運
営
計
踊
需
に
対
し
、

G
H
Q
か
ら
日
本
政
府
に
覚
書
が
向
年
十
二
月
十
六
日
に
発
せ
ら
れ
る
な
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ど
、
動
き
が
め
ま
ぐ
る
し
く
な
っ
た
。

港
湾
業
者

の
反
対

神
戸
市
に
と
っ
て
、
港
湾
法
の
制
定
は
、
市
に
大
き
な
責
任
を
負
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
神
戸
港
、
神

の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
神
戸
市
側
で
は
、
覚
書
に
一
部
さ
れ
た
「
港
湾
の
管
理
運

営
は
国
家
権
力
が
干
渉
す
べ
き
で
は
な
く
、

地
方
自
治
体
ま
た
は
そ
の
指
定
す
る
も
の
に
自
主
的
に
管
理
運
営
を
任
せ
る
べ

き
」
と
の
方
針
に
従
っ
て
、
検
討
を
重
ね
、
法
律
が
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
望
ま
し
い
も
の
と
な
る
よ
う
努
力
を
続
け
た
。

港
湾
法
制
定
の
過
程
で
は
、
民
間
側
か
ら
の
反
対
が
起
こ
っ
た
。
ま
ず
、
昭
和
二
十
一
二
年
十
一
月
十
九
日
、
神
戸
商
工
会
議

所
港
湾
部
会
は
、
運
輸
省
の
港
湾
作
業
、
倉
庫
業
な
ど
を
公
団
化
し
国
営
化
し
よ
う
と
い
う
案
に
対
し
、
反
対
運
動
を
行
う
こ

と
を
決
定
し
た
。
同
一
一

日
開
か
れ
た
関
係
業
者
を
集
め
た
公
聴
会
で
も
、
民
間
側
は
同
法
案
が
公
共
事
業
体
に
よ
る
港
湾

卒
業
の
経
営
を
規
定
し
、
倉
庫
業
や
運
送
業
が
諸
業
と
し
て
事
業
と
区
別
さ
れ
、
事
業
と
諸
業
の
関
係
、
ま
た
公
共
事
業
体
に

諸
業
の
経
営
を
認
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
官
民
間
の
競
争
が
生
ま
れ
、
民
業
が
圧
迫
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
反
対
の

戸
を
あ
げ
た
。

か
く
し
て
、
民
間
側
は
港
湾
法
に
反
対
の
意
向
を
強
め
て
い
っ
た
。
同
年
十
ニ
月
初
め
、
神
戸
港
湾
関
係
業
者

は
運
輸
省
・
大
蔵
省
・
日
本
商
工
会
議
所
に
陳
情
に
赴
く
と
と
も
に
、
間
六
日
に
神
戸
港
湾
協
会
は
臨
時
総
会
な
開
き
、
「
同
法

は
表
間
的
に
は
法
制
整
備
を
う
た
っ
て
い
る
が
、
実
質
的
に
は
民
業
圧
迫
と
統
制
強
化
を
自
的
と
し
て
い
る
」
と
し
て
、

「絞

営
権
の
擁
護
と
港
湾
行
政
民
主
化
L

の
た
め
断
然
反
対
す
る
と
の
決
議
を
お
こ
な
っ
た
（
『
神
一

C
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
七
日
）
。

管
理
母
体
を
め
ぐ

る
県
と
市
の
対
立

こ
の
よ
う
に
港
湾
法
制
定
を
め
ぐ
っ
て
、
民
間
業
者
側
か
ら
反
対
を
受
け
る
な
か
、
今
度
は
そ
の
管
理

母
体
を
め
ぐ
っ
て
兵
庫
県
と
神
戸
市
と
の
間
で
意
見
の
食
い
違
い
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
市
の
単
独
管
理
方
式
の
主
張
と
、
県
の
ポ
i
ト
・
オ
l
ソ
リ
テ
ィ
方
式
と
の
主
張
の
対
立
で
あ
る
。
両
者
の
主
張
は
次
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の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
市
は
「
ポ
i
ト
・
オ
l
ソ
リ
テ
ィ
方
式
は
理
念
と
し
て
は
正
し
い
が
、
（
絡
）
実
際
問
題
と

し
て
目
下
開
放
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
第
五
、
第
六
突
堤
だ
け
だ
か
ら
こ
の
第
五
、
第
六
突
堤
だ
け
を
対
象
に
し
て
市
が

現
在
も
っ
て
い
る
施
設
、
す
な
わ
ち
兵
庫
突
堤
、
中
突
堤
、
運
河
、
東
部
埋
立
地
な
ど
い
わ
ゆ
る
内
貿
地
帯
を
加
え
て
ま
で
ポ

ー
ト
・
オ
l
ソ
リ
テ
ィ
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
」
と
し
た
。
そ
し
て
、
ポ
i
ト
・
ォ
l
ソ
リ
テ
ィ
案
に
つ
い
て
市
が

関
心
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
れ
が
「
園
J

出
品
か
ら
委
託
さ
れ
る
国
有
港
湾
施
設
を
管
理
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
現

在
市
が
所
有
し
て
い
る
港
湾
の
諸
施
設
を
あ
げ
て
管
理
、
運
営
す
る
こ
と
に
な
る
」
点
で
あ
り
、

「
こ
れ
は
神
戸
市
と
し
て
は

重
要
な
財
産
の
処
分
だ
か
ら
妥
当
で
は
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
他
方
、
県
は
「
神
戸
港
は

神
戸
市
や
一
兵
庫
県
の

港
で
は
な
く
、

日
本
の
港
で
あ
る
、
し
た
が
っ
て
当
面
の
問
題
も
ど
う
す
れ
ば
将
来
最
も
神
戸
港
が
発
展
す
る
か
と
い
う
大
局

に
た
っ
て
論
ぜ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
令
神
戸
』
昭
和
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日
）
。
神
戸
港
の
管
理
母
体

を
め
ぐ
る
県
と
市
の
争
い
は
以
後
も
続
く
。
そ
し
て
、
神
戸
市
は
特
別
市
部
運
動
の
際
と
向
様
に
、
横
浜
市
と
提
携
し
つ
つ
運

動
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
間
、
民
間
案
が
発
表
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
年
九
月
二
十
四
日
神
戸
商
工
会
議
所
は

ω新

占領下の神戸市政

た
に
営
利
を
目
的
と
し
な
い
独
立
の
公
法
人
を
設
置
す
る
、
∞
そ
の
意
思
を
決
定
し
執
行
す
る
委
員
会
は
そ
の
過
半
数
を
占
め

る
べ
き
港
湾
利
用
者
の
代
表
者
お
よ
び
学
識
経
験
者
と
県
・
市
の
代
表
者
に
よ
っ
て
決
定
す
る
、
例
委
員
の
人
選
は
県
・
市
の

一
出
火
と
民
開
業
者
の
代
表
と
し
て
の
商
工
会
議
所
会
頭
と
の
協
議
に
よ
っ
て
決
定
す
る
、
な
ど
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
向
案
は
県

市
の
対
立
が
激
し
く
な
る
中
で
、
提
出
は
保
留
さ
れ
た
。

第三節

他
方
、
政
府
は
昭
和
二
十
四
年
九
月
ニ
十
八
日
「
い
か
な
る
管
理
母
体
の
下
で
も
市
側
に
主
導
権
止
を
も
た
せ
る
こ
と
」
を
磯

認
し
、
翌
二
十
九
日
G
E
Qに、

「
差
し
当
た
り
神
戸
市
合
管
理
母
体
と
し
、
国
有
六
突
堤
中
半
数
以
上
が
正
式
に
返
還
さ
れ
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た
捺
は
独
立
の
公
法
人
た
る
委
員
会
を
設
立
す
る
L

と
い
う
A
案
と
、

「
独
立
の
公
法
人
た
る
委
員
会
な
設
置
す
る
」
と
い
う

B
案
の
一
一
試
案
を
提
出
し
た
。
こ
の
問
、
民
間
業
者
側
は
「
ポ
I
ト
・
オ

i
ソ
リ
テ
ィ
L

案
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
と
の
結
論

を
出
し
、
運
輸
省
に
練
情
す
る
と
し
た
。

港
湾
法
の

制
定

昭
和
二
十
五
（
一
九
五
O
）
年
一
月
十
三
日
日
本
政
府
は
、

G
H
Q
の
指
令
に
も
と
ぞ
つ
い
て
、
港
湾
管
現
主
体
の

G
H
Q
の
許
可
を
得
て
、

四
月
二
十
六
日
困
会
に
提
出
し
た
。
同
法
案

設
置
、
機
能
な
ど
を
含
め
た
港
湾
法
案
を
正
式
に
閣
議
決
定
し
て
、

G
H
Q
に
提
出
し
た
。
そ
し
て
、
政
府
は

は
ご
十
五
年
五
月
一

日
通
過
成
立
、
こ
こ
に
待
望
の
港
湾
法
は
同
一
一
一
十

一
日
公
布
、
則
自
施
行
さ
れ
た
。

し
か
し
、
路
市
の
対
立
は
と
け
ず
、

そ
れ
が
実
効
を
も
つ
ま
で
吏
に
一
年
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

結
局
、
港
湾
管
理
に
関
す
る
県
市
の
対
立
は
、
昭
和
二
十
六
年

日
「
燥
が
一
歩
譲
り
、
援
し
当
た
り
神
戸
市
の
単
独
管
恕
、
但
し

県
、
市
並
び
に
学
識
経
験
者

O
名
よ
り
な
る
神
戸
港
管
想
主
体
協
議

会
、
な
設
陵
、

『
将
来
港
湾
施
設
が
全
部
的
に
解
除
さ
れ
た
場
合
の
管
原

方
式
と
し
て
港
務
局
そ
の
他
の
管
理
方
式
に
関
し
調
査
研
究
す
る
』
旨

の
覚
書
を
交
換
す
る
」
こ
と
で
決
着
を
み
た
。
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
、

ネ1j1
1コ
市
は

一
月
一
一
一
日
こ
の
出
向
を
告
示
、
一
一
一
月
中
旬
よ
り
実
施
す
る
こ
と

と
し
た
。

月

第 l回国際港湾、会議（昭和27年，
神戸商工会議所主催）
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他
方
、
同
年
十
月
に
は
っ
神
戸
国
際
階
部
建
設
法
」
が
悶
会
お
よ
び
市
民
の
賛
同
に
よ
っ
て
公
布
施
行
さ
れ
た
。
同
法
は
、

神
戸
市
を
わ
が
留
の
代
表
的
な
悶
際
港
部
と
し
て
十
分
の
機
能
を
発
持
す
る
よ
う
建
設
を
す
す
め
、
そ
れ
を
通
じ
て
貿
易
海
運

の
振
興
を
関
り
、
さ
ら
に
は
悶
際
文
化
の
向
上
と
経
済
復
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
お
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
憲
法
第
九
五
条

に
基
づ
い
て
住
民
投
票
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
有
効
投
票
の
過
半
数
が
賛
成
で
な
け
れ
ば
効
力
を
発
し
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
神
戸
市
で
は
あ
ら
ゆ
る
機
関
を
動
員
し
て
市
民
に
趣
旨
の
徹
底
と
棄
権
訪
止
の

各
穏
間
体
の
協
力
を
符

て
、
市
民
の
関
心
と
理
解
を
高
め
よ
う
と
し
た
。
投
票
は
昭
和
二
十
五
年
九
月
二
十
日
行
わ
れ
た
（
投
築
家
凶
一
ニ
・
一
一
一
ぎ
。
反
対

四
一
引
の
比
率
は
一
八
・
五
%
で
あ
っ
た
、
間
際
港
部
型
投
法
は
市
民
の
支
持
を
得
た
。

ま
ぼ
ろ
し
の

自
由
港
設
霞

港
湾
法
制
定
の
過
程
で
、
そ
れ
に
付
随
し
て
’
日
出
港
問
題
が
起
こ
っ
た
。
内
出
港
設
慌
の
動
き
は
大
正
十
一

（
一
九
二
二
）
年
に
当
時
の
不
況
打
開
策
と
し
て
神
戸
港
を
中
心
に
向
様
の
動
き
が
起
こ
り
、
神
戸
市
は
商
工

会
議
所
と
と
も
に
お
極
的
に
推
進
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
運
動
は
間
十
一
一

の
関
東
大
度
災
に
よ
っ
て

一
時
頓
捜
し
、

さ
ら
に
そ
の
後
の
情
勢
変
化
に
よ
っ
て
自
然
に
消
滅
し
た
形
と
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
戦
後
に
な
っ
て
自

11i領下の神戸市政

出
港
設
置
問
題
が
再
び
論
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

G
H
Q
の
勧
め
も
あ
っ
た
が
、
向
時
に
国
内
に
は
、
太
平
洋
戦
争
に
よ

っ
て
海
道
力
や
悶
際
商
社
網
を
喪
失
し
た
日
本
に
と
っ
て
は
、
自
由
港
を
設
置
し
て
中
継
ぎ
貿
易
な
い
し
中
継
ぎ
加
工
貿
易
の

発
展
を
は
か
る
こ
と
が
残
さ
れ
た
有
力
な
方
途
で
あ
る
と
の
考
え
方
が
芽
生
え
て
い
た
。
政
府
部
内
に
お
い
て
も
、
二
十
四
年

七
月
運
輸
省
が
「
向
由
貿
易
地
常
設
符
計
闘
案
」
を
、
経
済
安
定
本
部
が
「
自
治
貿
易
地
帯
設
置
に
関
す
る
意
見
」
を
発
表
す

第三郎

る
な
ど
関
心
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
神
戸
市
も
い
ち
は
や
く
こ
の
問
題
に
つ
い
て
調
査
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
一
一

十
四
年
七
月
に
は
神
戸
白
出
貿
易
地
帯
設
置
促
進
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
決
議
に
よ
っ
て
運
輸
省
そ
の
他
に
神
戸
自
由
港
区
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の
設
置
促
進
を
陳
情
し
た
。
商
工
会
議
所
も
ま
た
こ
れ
に
同
調
し
、
同
年
八
月
十
日
に
は
宮
崎
会
頭
が
上
京
し
て
首
相
以
下
関

係
方
聞
に
陳
情
し
た
。

自
由
港
設
置
運
動
は
横
浜
、
名
古
屋
、
大
阪
、
門
司
、
佐
役
保
な
ど
の
諸
港
で
も
展
開
さ
れ
、
我
閣
に
も
長
年
懸
案
の
自
由

港
が
今
に
も
実
現
さ
れ
る
よ
う
に
忠
わ
れ
た
。

し
か
し
、

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
港
湾
法
制
定
を
め
ぐ
る
論
議
が
白
熱
化
し
、

政
府
や
各
港
関
係
者
の
関
心
が
そ
ち
ら
に
向
か
い
、
ま
た
朝
鮮
戦
争
勃
発
に
よ
る
日
本
経
済
の
上
昇
と
相
ま
っ
て
、
自
由
港
設

置
運
動
は
一
丹
び
ま
ぼ
ろ
し
の
運
動
と
化
し
た
。

960 戦後の神戸市者＇）］i市


